
重
信
札川
と
石
毛
川
が
流
れ
る
松
山
市
を
中
心
に
ひ
ろ
が
る
道
後
平
野
は、

耕
地
面
積
七、

七
O
O
余
町
歩
で
あ

り、

中
山
川
を
挟
ん
で
縫
灘
に
ひ
ろ
が
る
耕
地
面
積
四、

六
O
O
余
町
歩
の
道
前
平
野
と
合
わ
せ、
。
伊
予
の
穀

倉
地
帯。

を
成
し
て
い
た。

と
こ
ろ
が、

年
間
平
均
雨
量
は
わ
ず
か
一
、

五
O
O
ミ
り
に
す
ぎ
ず、

ま
た、

川
の
流
れ
が
速
い
こ
と
も

道
前
道
後
開
発

あ
っ
て、

日
照
り
が
続
く
と
水
が
干
上
が
っ
て
し
ま
い
、

四、

五
年
に
一

度
は
干
害
を
被
る
地
帯
で
も
あ
っ
た。

こ
の
た
め、

県
は、

昭
和
二
六
年
九
月
か
ら
道
後
平
野
の
開
発
計
画
を
進
め
て
い
た
が、

昭
和一一一
一

年、

面
河
川
を
せ
き
と
め、

そ
の
水
を
道
前
道
後
平

野
に
引
き
込
も
う
と
い
う
道
前
道
後
平
野
水
利
改
良
事
業
の
実
施
調
査
費
を
国
費
に
計
主
し、

工
場
誘
致
に
よ
る
産
業
都
市
の
建
設

？
推
進
し
な
が
ら、

水
問
題
で
悩
む
松
山
市
と
と
も
に、

愛
知
用
水
に
次
い
で
全
国
で
も
二
番
目
と
い
わ
れ
る
こ
の
開
発
事
業
に
釆

り
出
す
こ
と
に
な
っ
た。

さ
ら
に
一

年
間
の
調
査
を
経
て、

昭
和
三
二
年
に
七
カ
年
計
画
で
総
額
八
O
億
円
を
超
え
る
建
設
費
用
が

認
め
ら
れ、

実
施
調
査
費、

補
償
交
渉
を
重
ね
な
が
ら、

昭
和
三
五
年
の
四
園
地
方
開
発
促
進
法
の
制
定
後
は
道
前
道
後
水
利
総
合

開
発
事
業
と
し
て
本
格
的
な
工
事
に
入
り、

昭
和
三
七
年
か
ら
昭
和
三
九（一
九六回）
年
に
か
け
て
ダ
ム、

発
電
所、

工
業
用
水
道
施
設、

農
業
用
水
道
施
設
の
建
設
と
貯
水
お
よ
び
導
水
が
進
め
ら
れ
た。

［
道
前
道
後
平
野
水
利
総
合
開
発
の
概
要
］

都市基盤の箆備をはかる

上
浮
穴
郡
面
河
村
笠
方
部
落
付
近
に
ダ
ム
を
設
げ
て
仁
淀
川
水
系
面
河
川
の
水
を
道
前
進
後
平
野
に
流
し
込
み、

農
業
用
水、

業
用
水、

発
電、

松
山
市
の
上
水
道
用
水
に
当
て
る
た
め
の
開
発
事
業
で
あ
る。

ま
ず、

面
河
渓
の
函
河
川、

鉄
砲
石
川、

坂
瀬
川、

妙
の
谷
川
を
四
カ
所
で
せ
き
と
め、

そ
の
水
が
ト
ン
ネ
ル
水
路
を
通
っ
て
面

河
ダ
ム
に
集
め
ら
れ
る
（
昭
和
三
八
年
一
一

月
貯
水
開
始）
。

ダ
ム
は、

堤
の寸
前
さ
七
三
・
五
M、

長
さ
一

七
二一
－
一
一日川、

総
貯
水
量

八
三
O
万
トン
で、

ダ
ム
の
建
設
に
よ
っ
て
家
屋
九
一

戸、

田
畑、

宅
地、

山
林
約

二
ニ
O
D
が
水
底
に
沈
ん
だ。

ダ
ム
か
ら
毎

秒
四・

二
リ一
法
討
（
六、

七、

八
月
の
潅
減
期
総
給
水
量
は
三
万一
二、

0
0
0
立
法
M）

の
水
が、

石
鎚
山
系
の
黒
森
峠
を
横
切
り、 工
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安定からの出発

温
泉
郡
川
内
町
明
河
ま
で
八、

九一
二
四
川
の
放
水
路
を
通
っ
て
道

前
平
野
と
道
後
平
野
へ
分
水
さ
れ、

水
路
（
工
業
用
水
路
お
よ
び

民
業
用
水
路
の
完
成
は
昭
和
三
九
年、

水
路
の
延
長
は
七
二一
キロ
と

愛
知
用
水
に
匹
敵
す
る

か
ら、

年
間
三、

二
O
O
万
トン
を
放
水

第二章

す
る。

同
時
に
放
水
途
中
の
落
差
を
利
用
し
て、

面
河
ダ
ム
の
わ

き
に
第
一

発
電
所（
最
大
出
力一
二、

六
O
O
J
Wッ）、

分
水
口
に
第

二
発
電
所（
一

万

て

O
O
O
J
匂）、

温
泉
郡
川
内
町
河
之
内
町

に
第
三
発
電
所
（
一

万
六
O
O
J
η）

の
三
カ
所
で、

年
間
合
計

一

億
六
O
O
万
J
サ
の
電
力
を
起
こ
す
電
源
開
発
も
進
展
し
た。

な
お、

ダ
ム
と
水
路
を
段
林
省
の
直
u一
昌
一事
業
で

工
業
用
水
施
設

と
発
電
所
を
県
で、

農
業
用
水
施
設
を
松
山
市
で、

そ
れ
ぞ
れ
負

担
し
た。

」
の
一卒
業
に
よ
っ
て、

米
は
四
万
二
、

0
0
0
石
（
松
山
市
で

九、

0
0
0
石）

程
度
が
沼
産
さ
れ、

こ
れ
ま
で
上
水
道
と
共
用

し
て
い
た
工
業
用
水
と
段
業
用
水
に
使
用
し
て
い
た
分
も
こ
の
用

水
路
に
依
存
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

上
水
道
に
年
間

O
四
O
万
立
法
討
の
配
水
が
可
能
に
な
り、

工
業
用
水
の
確
保
も

で
き
た。

水
利
施
設
の
維
持
管
理
決
も
年
間

て

ニ
O
O
万
円（
松
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山
市
で
年
間
三
O
O
万
円）

程
度
の
節
約
と
な
り、

農
業
の
近
代
化
を
は
か
り、

増
加
す
る
松
山
市
の
人
口
を
ま
か
な
う
給
水
も
可

能
と
な
り、
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
産
業
都
市
の
工
業
用
水
対
策
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
た。

市
町
村
合
併
は、

人
口
の
増
加
と
市
行
政
の
拡
大
を
も
た
ら
す
の
み
な
ら
ず、

観
光、

文
化、

産
業、

教
育
等
々

松
山
市
域
の
拡

大
と
五
O
万
都

市

建

設

構

想

の
様
々
な
生
活
上
の
影
響
を
市
民
に
与
え
る。

昭
和
二一
0
年
代
の
松
山
市
と
周
辺
村
の
合
併
は、

現
在
の
松
山

市
の
輪
郭
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
し、

産
業
都
市
お
よ
び
観
光
温
泉
文
化
都
市
の
建
設
に
当
た
る
松
山
市

昭
和
三
O
年
五
月
一

日、

久
米、

湯
山、

伊
台、

の
発
展
に
と
っ
て
も
格
別
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た。

五
明
の
四
村
と
合
併。

松
山
市
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
れ
ら
四
村
と
の
合
併

［
久
米
地
区
分
離
問
題
］

に
よ
り、

市
の
面
積
は
二
倍
に
な
っ
た。

湯
山、

伊
台
の
泉
源
と
道
後
温
泉
と
の
総
合
開
発
が
行
わ
れ
た。

松
山
市
と
温
泉
郡
久
米
村
は、

合
併
の
際
に、

久
米
村
が
温
泉
郡
小
野
村
ほ
か
＝一
カ
村
と
所
有
し
て
い
た
共
有
林
を
処
分
し
た
利

益
（
分
収
金）

は
久
米
村
で
使
用
す
る
と
の
確
認
書
を
取
り
交
わ
し
て
い
た
が、

合
併
後、

こ
の
確
認
設
が
地
方
自
治
法
に
違
反
す

都市基盤の，r；仰をはかる

る
こ
と
が
わ
か
り、

分
収
金
は
松
山
市
の
会
計
へ
繰
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た。

強
引
な
松
山
市
と
の
合
併
に
対
す
る
不
満
も

表
団
化
し、

昭
和一一
二

年
七
月、

合
併
解
消、

分
村
の
署
名
運
動
が
展
開
さ
れ
る
と
い
う
全
国
で
も
珍
し
い
事
態
と
な
っ
た。

久
米

地
区
有
権
者
約
二一、

0
0
0
人
の
う
ち
約
二、

七
O
O
人
の
署
名
簿
を
集
め
て
分
離
交
渉
が
進
め
ら
れ、
一

O
月
二
五
日、

市
議
会

の
方
針
に
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
認
め
ず、

調

は
久
米
地
区
の
離
脱
な
い
し
分
離
を
承
認
し
た。

し
か
し、

県
は、

自
治
庁
（
当
時）

の
白
紙
撤
回
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
久
米
地
区
分
離
問
題
は
解
決
し
た。

停
に
入
り、

昭
和
三
三
年一
二
月、

分
収
金
を
久
米
地
区
の
公
共
福
祉
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
で
ま
と
ま
り、

市
議
会
の
分
離
決
議
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